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健康部

年度

委託内容
国

(回）実施回数 12

111

2,695

長期総合
計画体系

 [基本目標]

１５歳以上４０歳未満の区民で受診を希望する者

昭和

年度

事業区分

検査

平成２９年度　事務事業評価シート

（１）区民の主体的な健康づくりの支援

健康増進法・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
12

健康診査を受ける機会の少ない４０歳未満の区民に対して健診を実施することにより、結核や生活習慣病等の早期発見や
予防を図ることを目的とする。

1,820

0

12

健康診断委託（胸部Ｘ線撮影を除く）
一部委託

１．実施回数　一般：毎月１回（２月・４月は除く年１０回）、障害者：年２回
２．実施場所　台東保健所
３．定　　　員　１回：３５名
４．料　　　金　尿検査・血液検査・胸部Ｘ線検査等：３９０円　<希望者のみ>心電図検査：１，０４０円・聴力検査：８８０円

補助金の有無

事業対象

事務事業名 区民健診（循環器検診等）

　

保健サービス課

行政計画 事業NO. 139 計画事業名
事業の開始・終了年度

各種健康診断の推進

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

①生活習慣病の予防

法令（義務） 〔法令等名〕

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

4,619

121

303

1,819

115

3,097

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

4,499

4,917

0

8,145

275

4,233

町会回覧・広報・ホームページ等による周知のほか、保健所を利用された特に若い世代に対して、個別に受診勧奨を
行った。

298

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

区民の生活習慣病の予防・改善や主体的な健康づくりに向けては、健康診査を受けられる環
境の整備が必要である。健康診査を受ける機会の少ない区民に対して事業の必要性は高く、
「健診を受けようキャンペーン」などの機会を効果的に活用するなど、受診者数の向上に向け
た更なるＰＲの工夫・実施方法の検討が必要であると考える。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

健康診査を受ける機会の少ない区民の生活習慣病予防や早期発見につなげることができる。

改善

評
価
結
果

受診者数はほぼ横ばいである。

3 民間事業者に委託を行って安定的な健診を実施しており、事業手法は適切である。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２７年度 ２８年度

1,924

1,923

成果指標
受診者数

6,008　人にかかるコスト（人件費など）

コストを維持しながら、受診率を向上させるためのＰＲ方法等について研究していく必要がある。

350

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 7,726

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

12

352

2,137

種　別 指標の名称 (単位)
（３０年度）

２６年度

（人）

　決算額　　(単位：千円) 2,136

350


